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幕
末
期
薩
摩
藩
に
お
け
る
軍
艦
購
入
交
渉
の
一
端

―
ラ
ン
ド
ル
フ
・
エ
ル
ダ
ー
社
製
軍
艦
図
面
を
素
材
と
し
て
―

町
　
田
　
剛
　
士

　
は
じ
め
に

  　

今
年
度
筆
者
が
担
当
し
た
、
薩
摩
藩
英
国
留
学
生
渡
航
一
五
〇
年
記
念
企
画
展

「
幕
末
薩
摩
の
留
学
生
―
日
本
近
代
化
の
若
き
先
駆
者
た
ち
―
」
に
お
い
て｢

軍
艦

図
面｣

を
初
め
て
展
示
し
た
。
こ
の
図
面
は
、
黎
明
館
が
収
蔵
す
る｢

玉
里
島
津
家

資
料｣

の
中
に
十
三
点
（
こ
の
う
ち
軍
艦
写
真
一
点
）
含
ま
れ
て
お
り
、
今
回
新
た
に

そ
の
由
来
が
判
明
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
そ
の
由
来
に
つ
い
て
紹
介
し
た

い
。

１
　
図
面
に
つ
い
て　

　

図
面
は
、
巻
末
の
表
及
び
写
真
の
よ
う
に
十
三
点
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
、
船
の
断
面
、

船
室
、
甲
板
、
大
砲
な
ど
が
精
密
に
描
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
全
て
の
図
面
に
は
、

「RA
N

D
O

LPH
 ELD

ER &
 Co. Engineers &

 Ship Builders.｣

と
い
う
社
名

と
、｢GLA

SGO
W

,｣

と
い
う
文
字
が
印
刷
さ
れ
て
お
り
、
船
室
な
ど
を
説
明
す
る

英
文
に
朱
書
き
の
和
訳
文
が
、
漢
字
で
記
さ
れ
て
い
た
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
こ
の
図
面
が
、
英
国
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
・
グ
ラ
ス
ゴ
ー
の
ラ
ン

ド
ル
フ
・
エ
ル
ダ
ー
と
い
う
造
船
会
社
が
作
製
し
た
図
面
で
、
薩
摩
藩
の
関
係
者
が
、

注
釈
を
記
し
た
と
い
う
推
測
が
で
き
た
。

２
　
ラ
ン
ド
ル
フ
・
エ
ル
ダ
ー
社
に
つ
い
て

　

ラ
ン
ド
ル
フ
・
エ
ル
ダ
ー
社
は
、
ジ
ョ
ン
・
エ
ル
ダ
ー
（
一
八
二
四
～
一
八
六
九
）

が
、
一
八
五
二
年
に
グ
ラ
ス
ゴ
ー
に
設
立
し
た
造
船
会
社
で
あ
る
。
同
社
は
、

一
八
五
三
年
、
蒸
気
船
の
複
合
エ
ン
ジ
ン
の
特
許
を
取
得
し
、
そ
の
後
、
従
来
よ
り

も
燃
費
の
良
い
船
舶
用
エ
ン
ジ
ン
を
開
発
す
る
な
ど
、
一
八
六
八
年
に
か
け
て
数
々

の
特
許
を
取
得
し
た
。
同
社
の
功
績
に
は
、
帆
船
か
ら
蒸
気
船
へ
の
転
換
を
加
速
さ

せ
た
こ
と
、
当
時
最
新
の
複
合
型
造
船
所
を
設
立
し
、
船
舶
建
造
の
効
率
を
高
め
た

こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
同
社
は
、
ピ
ー
ク
時
に
は
約
四
千
人
を
雇
用
し
、
大
型

の
船
舶
を
多
数
建
造
す
る
な
ど
、
世
界
最
大
規
模
の
企
業
と
な
っ
た
と
い
う（

１
）。
な
ぜ
、

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
造
船
会
社
が
作
製
し
た
軍
艦
の
図
面
が
、
遠
く
離
れ
た
薩
摩
藩

の
幕
末
期
の
資
料
に
含
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

３
　
新
納
久
脩
書
簡
か
ら

　

こ
の
図
面
に
関
連
す
る
書
状
と
し
て
、
慶
応
元
（
一
八
六
五
）
年
七
月
二
十
七
日

付
桂
久
武･
蓑
田
伝
兵
衛･

大
久
保
利
通･

西
郷
隆
盛
宛
の
石
垣
鋭
之
助
（
新
納
久

脩
）
書
簡（
２
）に
、
関
連
す
る
記
載
を
発
見
し
た
。
新
納
久
脩
（
変
名
・
石
垣
鋭
之
助
）
は
、

元
治
二
年
三
月
二
十
二
日
（
一
八
六
五
年
四
月
十
七
日
）、
薩
摩
藩
が
英
国
に
密
航
さ

せ
た
留
学
生
の
正
使
で
あ
る
。
本
書
簡
は
、
新
納
が
イ
ギ
リ
ス
か
ら
桂
、
蓑
田
、
大
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久
保
、
西
郷
と
い
う
薩
摩
藩
の
要
路
に
宛
て
た
も
の
で
、
全
部
で
四
通
あ
る
。

　

書
簡
は
、
イ
ギ
リ
ス
で
の
軍
艦
購
入
交
渉
に
つ
い
て
書
か
れ
た
本
文
（
Ａ
）、
軍

艦
と
大
砲
の
種
類
に
つ
い
て
書
か
れ
た
別
紙
（
Ｂ
）、
薩
摩
藩
英
国
留
学
生
に
同
行

し
た
グ
ラ
バ
ー
商
会
の
ラ
イ
ル
・
ホ
ー
ム
が
、
横
浜
の
ジ
ャ
ー
デ
ィ
ン
・
マ
セ
ソ
ン

商
会
に
宛
て
た
英
文
（
Ｃ
）、
そ
し
て
、
そ
の
訳
文
（
Ｄ
）
の
計
四
通
で
あ
る
。

　

以
下
（
Ａ
）、（
Ｂ
）、（
Ｄ
）
を
掲
載
し
、
若
干
の
考
察
を
加
え
た
い
。
ま
ず
、
本

文
（
Ａ
）
で
あ
る
。

「
壱
（
端
裏
書
）

軍
艦
御
誂
文
之
儀
、
英
着
以
来
諸
所
有
名
之
場
所
へ
差
越
、
長
崎
ガ
ラ
バ
よ
り
申

出
之
軍
艦
ニ
基
き
、
段
々
及
吟
味
候
処
、
一
種
之
軍
艦
ニ
而
、
船
代
下
料
丈
ケ
ハ

当
時
専
用
と
は
難
申
候
ニ
付
、
当
時
欧
羅
巴
ニ
お
い
て
専
要
之
軍
艦
ニ
而
夫
々
聞

合
、
尚
ス
コ
ツ
ト
ラ
ン
ト
・
ガ
ラ
ス
コ
地
名
と
は
有
名
之
造
船
場
ニ
付
差
越
、
段
々

探
索
致
し
候
処
、
此
商
会
之
主
人
、
横
浜
ハ
リ
ソ
ン
よ
り
軍
艦
一
条
引
合
致
し
候

者
ニ
而
、
案
ニ
行
当
、
是
迄
横
浜
ハ
リ
ソ
ン
方
江
之
引
合
等
承
候
処
、
当
時
専
用

之
新
製
軍
艦
二
通
り
之
絵
図
差
送
置
候
付
、
今
日
は
返
答
可
有
之
哉
と
相
待
居
候

趣
ニ
而
、
船
価
も
外
造
船
場
よ
り
余
程
下
料
ニ
有
之
、
横
浜
へ
絵
図
差
送
候
、
新

製
之
軍
艦
ニ
向
誂
文
之
談
判
取
掛
候
処
、
代
払
之
儀
、
欧
羅
巴
諸
国
之
規
則
ニ
而

は
、
船
艦
誂
文
い
た
し
造
船
取
懸
り
マ
ギ
リ
カ
ワ
ラ
居
付
候
節
、
船
価
之
三
分
之
一

を
相
渡
、
船
卸
之
節
と
、
船
相
受
取
候
節
と
の
都
合
三
ヶ
度
ニ
三
分
之
一
ツ
ヽ
相

渡
候
規
則
、
亦
無
拠
趣
ニ
依
而
は
、
三
ヶ
度
ニ
相
渡
候
の
儀
、
四
ヶ
度
ニ
割
渡
候

談
判
稀
ニ
ハ
有
之
候
由
ニ
而
、
年
府
払
等
は
捨
置
、
我
朝
ニ
船
相
達
候
節
、
一
同

相
払
候
談
判
さ
へ
整
兼
候
、
外
造
船
場
ニ
而
は
、
何
と
か
談
判
相
調
候
儀
も
可
有

之
哉
と
存
、
先
ツ
夫
形
ニ
而
相
離
れ
、
其
後
諸
所
造
船
家
方
へ
聞
合
候
得
共
、
万

里
相
隔
居
候
我
朝
之
風
俗
も
不
相
分
、
御
国
名
は
新
聞
紙
ニ
も
折
々
相
見
へ
居
候

得
共
、
如
何
な
る
御
国
柄
と
も
不
相
分
、
殊
ニ
大
金
之
船
代
ゆ
へ
、
年
府
払
ニ
而

者
、
造
船
家
も
心
底
ニ
不
任
候
様
相
聞
へ
、
於
爰
許
は
、
年
府
払
之
談
判
ハ
実
々

相
整
丈
ニ
無
之
、
必
死
と
差
図
、
精
々
吟
味
ニ
及
候
処
、
横
浜
ハ
リ
ソ
ン
よ
り
引

合
候
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ト
・
ガ
ラ
ス
コ
地
名
造
船
場
は
、
船
価
も
下
料
ニ
有
之
、
勿

論
横
浜
へ
差
送
置
候
船
図
は
、
当
時
欧
羅
巴
諸
州
専
用
之
軍
艦
と
相
見
へ
候
付
、
ハ

リ
ソ
ン
よ
り
最
早
御
国
許
へ
差
出
た
る
か
の
船
図
両
様
之
内
、
何
れ
の
船
と
取
究
め
、

ハ
リ
ソ
ン
方
江
談
判
相
成
候
外
有
之
間
敷
、
ハ
リ
ソ
ン
商
社
よ
り
船
価
は
都
合
い
た

し
、
造
船
家
江
相
払
候
半
、
勿
論
左
候
得
は
、
於
当
地
粗
申
出
候
価
ニ
而
は
難
相
調
、

ハ
リ
ソ
ン
方
ニ
而
は
、
高
利
之
金
を
以
年
府
中
船
代
を
都
合
致
し
、
其
上
ハ
リ
ソ

ン
の
益
分
之
無
候
而
は
、
如
何
様
御
国
へ
志
を
通
候
而
も
、
元
来
之
商
客
何
の
た
め

尽
力
可
致
哉
、
道
理
顕
然
之
儀
ニ
付
、
夫
丈
ケ
ハ
船
価
看
々
相
増
候
得
共
、
当
時

御
金
繰
御
難
渋
之
折
柄
、
何
れ
右
様
之
所
置
よ
り
外
有
之
間
敷
存
候
付
難
黙
止
、
横

浜
ハ
リ
ソ
ン
方
へ
差
送
候
船
図
之
扣
相
貰
差
送
候
、
尤
船
価
之
儀
は
別
紙
之
通
り
承

候
得
共
、
是
は
前
件
申
述
候
西
洋
規
則
通
り
、
船
代
三
ヶ
度
ニ
割
渡
候
処
之
価
ニ

而
、
年
府
払
相
成
候
得
は
、
此
代
価
見
当
ニ
不
相
成
候
、
当
時
軍
艦
必
用
之
折
柄
、

片
時
も
急
埒
候
様
、
精
々
致
苦
心
候
得
共
、
前
件
之
形
行
ニ
而
、
不
得
止
事
仕
合
、

宜
御
含
給
度
、
此
段
御
問
合
申
越
候
、
以
上
、

子
七
月
廿
七
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
垣　

鋭
之
助

　

桂　
　

右
衛
門　

殿

　

大
久
保　

一
蔵　

殿

　

蓑
田　

伝
兵
衛　

殿

　

西
郷　

吉
之
助　

殿

横
浜
ハ
リ
ソ
ン
儀
は
、
長
崎
ガ
ラ
ハ
同
商
社
ニ
而
、
此
度
遠
航
之
始
末
も
追
々
意
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通
相
成
居
候
半
、
就
而
は
船
御
誂
文
一
条
是
迄
延
引
致
し
候
を
ホ
ー
ム
よ
り
ハ
リ
ソ

ン
江
委
曲
申
述
呉
候
ハ
ヽ
、
南
部
等
引
合
も
い
た
し
易
く
候
半
、
依
之
書
状
貰
受
、

和
解
相
添
差
越
候
、
乍
併
拙
者
共
遠
航
一
条
、
自
然
清
水
へ
差
合
之
儀
も
候
ハ
ヽ
、

ホ
ー
ム
之
書
状
は
其
侭
被
扣
置
候
方
可
然
哉
、
且
亦
軍
艦
御
誂
文
之
儀
既
に
決
定
不

致
之
処
、
折
柄
拙
者
共
遠
航
致
し
、
直
き
誂
文
之
方
急
埒
可
致
と
の
事
ニ
而
、
於

爰
許
深
く
探
索
ニ
及
候
処
、
内
情
ハ
委
曲
相
分
候
得
共
、
迅
速
を
計
、
反
て
延
引

相
成
候
儀
、
実
以
残
慨
不
少
、
此
上
は
不
得
止
事
、
打
立
期
日
差
急
候
外
無
之
と
存
、

段
々
致
尋
問
候
処
、
常
例
拾
か
月
ニ
は
成
就
、
乍
併
戦
争
中
抔
至
極
差
急
候
節
は
、

昼
夜
ニ
相
掛
、
六
か
月
位
ニ
而
出
来
之
由
候
得
共
、
昼
夜
之
造
船
ゆ
へ
代
価
四
五

割
も
相
増
候
由
、
依
之
横
浜
ハ
リ
ソ
ン
方
御
誂
文
之
決
答
相
成
候
ハ
ヽ
、
二
ヶ
月

ニ
し
て
本
国
ニ
達
し
、
拾
か
月
ニ
は
英
港
出
航
、
三
ヶ
月
ニ
し
て
我
朝
ニ
可
相
達

賦
ニ
候
、
此
段
ハ
為
御
含
候
、
以
上｣

で
は
、
こ
の
本
文
（
Ａ
）
か
ら
読
み
取
れ
る
こ
と
を
整
理
し
、
挙
げ
て
み
た
い
。

①　

英
国
到
着
以
来
、
軍
艦
の
購
入
交
渉
の
た
め
、
複
数
の
造
船
所
を
訪
問
し
た
。

②　

長
崎
の
グ
ラ
バ
ー
か
ら
勧
め
の
あ
っ
た
仕
様
の
軍
艦
を
基
準
と
し
て
、
当
時

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
盛
ん
に
製
造
さ
れ
て
い
る
軍
艦
を
、
各
造
船
所
で
問
い
合
わ
せ
る

中
で
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
・
グ
ラ
ス
ゴ
ー
の
造
船
所
（
ラ
ン
ド
ル
フ
・
エ
ル
ダ
ー
社
と

後
に
判
明
）
を
訪
問
し
た
。

③　

訪
問
し
た
グ
ラ
ス
ゴ
ー
の
造
船
所
の
主
人
は
、
横
浜
の
ジ
ャ
ー
デ
ィ
ン
・
マ
セ

ソ
ン
商
会
と
取
引
き
の
あ
る
人
物
で
あ
っ
た
。

④　

造
船
所
の
主
人
は
、
横
浜
の
ジ
ャ
ー
デ
ィ
ン
・
マ
セ
ソ
ン
商
会
か
ら
依
頼
の

あ
っ
た
軍
艦
に
つ
い
て
、
当
時
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
流
行
し
て
い
る
軍
艦
の
図
面
を
二

通
り
作
成
し
、
す
で
に
送
っ
て
お
り
、
そ
の
返
答
を
待
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
。

⑤　

こ
の
造
船
所
は
、
価
格
が
他
の
造
船
所
よ
り
か
な
り
安
価
だ
っ
た
の
で
、
同
所

が
横
浜
へ
送
っ
た
と
い
う
図
面
の
軍
艦
を
基
に
注
文
の
相
談
を
し
た
。

⑥　

軍
艦
の
支
払
い
に
つ
い
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
慣
例
で
は
、
マ
ギ
リ
カ
ワ
ラ

（
竜
骨
、
キ
ー
ル
）
を
取
り
付
け
る
際
、
進
水
の
際
、
船
を
受
け
取
る
と
き
の
計

三
回
に
渡
っ
て
、
代
金
を
三
分
の
一
ず
つ
支
払
う
慣
例
で
、
や
む
を
得
な
い
場
合

に
は
、
四
度
に
分
け
て
支
払
う
場
合
も
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
新
納
（
薩
摩

藩
）
が
希
望
し
て
い
た
年
賦
払
い
や
、
船
が
日
本
に
到
着
し
た
際
に
ま
と
め
て
代

金
を
支
払
う
交
渉
は
ま
と
ま
ら
な
か
っ
た
。

⑦　

他
の
造
船
所
で
も
、
同
様
の
交
渉
を
行
っ
た
が
、
希
望
す
る
年
賦
払
い
で
の
支

払
い
を
了
承
す
る
造
船
所
は
な
か
っ
た
。
薩
摩
藩
の
名
前
は
、
現
地
の
新
聞
紙
上

で
時
々
見
ら
れ
、
評
価
さ
れ
て
い
る
が
、
支
払
い
方
法
な
ど
日
本
の
習
慣
を
理
解

し
て
く
れ
る
造
船
所
は
な
か
っ
た
。

⑧　

検
討
の
結
果
、
グ
ラ
ス
ゴ
ー
の
造
船
所
は
、
船
価
も
安
い
の
で
、
同
所
が
す
で

に
横
浜
の
ジ
ャ
ー
デ
ィ
ン
・
マ
セ
ソ
ン
商
会
に
送
っ
た
と
い
う
二
種
類
の
図
面
の

う
ち
、
ど
の
船
が
よ
い
と
国
元
で
決
定
し
て
、
代
金
支
払
い
に
つ
い
て
は
、
横
浜

の
ジ
ャ
ー
デ
ィ
ン
・
マ
セ
ソ
ン
商
会
と
交
渉
を
重
ね
る
以
外
に
な
い
。

⑧　

横
浜
で
交
渉
を
続
け
、
年
賦
払
い
と
し
た
場
合
、
そ
れ
に
相
応
し
て
船
価
も
高

く
な
る
が
、
藩
が
財
政
難
の
た
め
、
横
浜
の
ジ
ャ
ー
デ
ィ
ン
・
マ
セ
ソ
ン
商
会
と

の
交
渉
を
続
け
る
し
か
な
い
。
よ
っ
て
、
ラ
ン
ド
ル
フ
・
エ
ル
ダ
ー
社
が
、
横
浜

の
ジ
ャ
ー
デ
ィ
ン
・
マ
セ
ソ
ン
商
会
へ
送
っ
た
と
い
う
軍
艦
図
面
の
控
え
を
受
け

取
っ
た
の
で
（
薩
摩
へ
）
送
る
。

⑨　

船
の
値
段
に
つ
い
て
は
、
別
紙
に
書
い
て
あ
る
が
、
こ
の
値
段
は
、
分
割
払
い

の
際
の
金
額
で
、
年
賦
払
い
と
な
れ
ば
、
こ
の
価
格
は
あ
て
に
な
ら
な
い
。

  

以
上
が
本
文
（
Ａ
）
の
要
旨
で
あ
る
。
新
納
が
、
渡
英
中
、
軍
艦
購
入
交
渉
の
た
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め
に
、
複
数
の
造
船
会
社
を
訪
問
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の
一
つ
に
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン

ド
・
グ
ラ
ス
ゴ
ー
の
造
船
会
社
（
ラ
ン
ド
ル
フ
・
エ
ル
ダ
ー
社
）
が
あ
っ
た
。
同
社
は
、

薩
摩
藩
が
こ
れ
ま
で
軍
艦
購
入
に
つ
い
て
交
渉
し
て
い
た
横
浜
の
ジ
ャ
ー
デ
ィ
ン
・

マ
セ
ソ
ン
商
会
と
取
引
き
を
し
て
い
る
会
社
で
あ
り
、
新
納
は
直
接
購
入
交
渉
を
持

ち
か
け
た
が
、
希
望
し
て
い
た
年
賦
払
い
の
交
渉
が
ま
と
ま
ら
ず
、
日
本
で
同
商
会

と
交
渉
を
続
け
る
し
か
な
い
と
伝
え
て
い
る
。
こ
の
造
船
会
社
が
作
製
し
、
す
で
に

横
浜
に
送
っ
た
と
い
う
図
面
の
控
え
を
添
え
て
薩
摩
に
送
る
と
の
文
言
が
あ
り
、
玉

里
島
津
家
資
料
中
の
軍
艦
図
面
は
、
新
納
が
国
元
に
送
っ
た
も
の
と
判
明
し
た
。

　

追
伸
に
、
横
浜
の
マ
セ
ソ
ン
商
会
は
、
長
崎
の
グ
ラ
バ
ー
商
会
と
同
じ
商
会
で
あ

り
、
今
回
の
密
航
の
こ
と
は
、
互
い
に
連
絡
を
取
り
合
っ
て
い
た
よ
う
だ
と
記
す
。

ま
た
、「
船
御
誂
文
一
条
是
迄
延
引
致
し
候
を
ホ
ー
ム
よ
り
ハ
リ
ソ
ン
江
委
曲
申
述

呉
候
ハ
ヽ
、
南
部
等
引
合
も
い
た
し
易
く
候
半
、」
と
あ
る
。
後
述
す
る
が
、
こ
の

こ
と
か
ら
江
戸
藩
邸
詰
の
南
部
弥
八
郎
が
、
最
新
式
の
軍
艦
注
文
に
つ
い
て
、
留
学

生
派
遣
前
に
横
浜
で
交
渉
を
行
っ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
延
引
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え

た（
３
）。
そ
の
た
め
、
新
納
は
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
交
渉
が
進
ま
な
か
っ
た
た
め
、
横
浜
で

の
交
渉
を
続
け
る
し
か
な
い
と
考
え
、
同
行
し
て
い
た
グ
ラ
バ
ー
商
会
の
ラ
イ
ル
・

ホ
ー
ム
に
マ
セ
ソ
ン
商
会
へ
宛
て
た
英
文
（
Ｃ
）
を
書
か
せ
、
そ
の
和
訳
文
（
Ｄ
）

を
添
え
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
ホ
ー
ム
の
手
紙
は
、
玉
里
島
津
家
に
残

さ
れ
て
お
り
、
横
浜
に
は
送
ら
れ
な
か
っ
た
。
理
由
は
、「
乍
併
拙
者
共
遠
航
一
条
、

自
然
清
水
へ
差
合
之
儀
も
候
ハ
ヽ
、
ホ
ー
ム
之
書
状
は
其
侭
被
扣
置
候
方
可
然
哉
」

と
、
取
引
の
あ
っ
た
商
人
清
水
卯
三
郎
へ
英
国
渡
航
の
こ
と
が
知
ら
れ
て
は
差
し
支

え
が
あ
る
と
の
判
断
か
ら
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
船
の
注
文
か
ら
引
き
渡
し
の
日
程
と

し
て
、「
常
例
拾
か
月
ニ
は
成
就
、
乍
併
戦
争
中
抔
至
極
差
急
候
節
は
、
昼
夜
ニ
相
掛
、

六
か
月
位
ニ
而
出
来
之
由
候
得
共
、
昼
夜
之
造
船
ゆ
へ
代
価
四
五
割
も
相
増
候
由
、

依
之
横
浜
ハ
リ
ソ
ン
方
御
誂
文
之
決
答
相
成
候
ハ
ヽ
、
二
ヶ
月
に
し
て
本
国
に
達
し
、

拾
か
月
に
は
英
港
出
航
、
三
ヶ
月
に
し
て
我
朝
ニ
可
相
達
賦
ニ
候
」
と
、
お
お
よ

そ
の
目
安
を
示
し
て
い
る
。

　

次
に
、
別
紙
（
Ｂ
）
で
あ
る
。
以
下
に
全
文
を
示
す
。

「　

二
（
端
裏
書
）

一
新
製
軍
艦
と
唱
候
は
、
別
紙
図
之
如
、
骨
組
は
鉄
を
以
組
立
、
外
面
樫
板
を
以
掩

ひ
、
水
平
緊
要
之
処
、
厚
鉄
板
を
張
り
、
弾
丸
を
防
候
趣
向
ニ
而
、
米
利
堅
戦
争

中
、
南
方
ニ
発
明
し
数
々
勝
利
有
之
候
よ
り
、
欧
羅
巴
諸
所
へ
相
開
け
、
追
々
製

造
い
た
し
候
新
製
軍
艦
ニ
而
、
先
度
横
浜
ハ
リ
ソ
ン
方
へ
船
図
相
送
候
由
、
尤
代

金
之
儀
は
於
爰
許
西
洋
規
則
之
通
、
三
ヶ
度
ニ
割
渡
大
砲
代
を
外
ニ
し
て
、
凡
拾

九
万
五
千
両
程
相
掛
候
由
、
乍
併
別
紙
間
合
ニ
も
申
進
候
通
り
、
横
浜
ハ
リ
ソ
ン

方
よ
り
誂
文
相
成
候
ハ
ヽ
、
此
直
段
は
見
当
ニ
不
相
成
候
、
且
亦
先
度
ハ
リ
ソ
ン

方
よ
り
造
船
家
へ
掛
合
候
節
、
船
之
長
サ
と
大
砲
数
相
究
め
申
来
り
船
之
長
サ
ニ

不
相
応
之
大
砲
数
ニ
候
得
共
、
誂
文
な
れ
は
不
得
止
事
、
六
拾
八
封
度
之
大
砲
拾

六
挺
無
理
為
乗
付
候
絵
図
相
認
め
、
横
浜
へ
差
送
候
由
ニ
而
、
船
ニ
不
応
大
砲
数
は
、

反
て
害
と
成
り
、
無
益
之
事
候
半
と
造
船
家
頻
ニ
歎
談
致
し
候
、
此
船
之
大
ニ
而
、

拾
弐
挺
位
を
相
備
、
至
当
と
可
申
、
米
利
堅
戦
争
中
、
大
ナ
ル
戦
功
を
顕
候
船
は
、

此
船
同
様
之
大
ニ
而
、
大
砲
八
挺
を
相
備
有
之
候
由
、
旁
確
證
も
有
之
、
弥
大
砲

数
は
不
相
応
と
相
見
へ
候
付
、
尚
亦
御
熟
評
有
之
度
候
、
左
候
而
ハ
リ
ソ
ン
方
よ
り

申
出
候
趣
ニ
は
、
図
之
如
く
水
平
船
腹
へ
厚
鉄
板
は
不
張
趣
ニ
付
、
此
船
ニ
御
誂

文
相
決
候
ハ
ヽ
、
当
時
相
用
候
厚
鉄
板
を
船
腹
ニ
張
り
候
処
ニ
而
御
誂
文
相
成
候

旁
可
然
相
考
へ
候
、

一
鋼
鉄
艦
と
唱
候
船
は
、
世
上
之
所
謂
突
船
ニ
而
、
図
之
如
ク
船
腹
厚
鉄
板
以
張
り
、

甲
板
上
ニ
直
立
し
た
る
図
形
之
砲
台
を
第
二
甲
板
上
ニ
於
て
自
由
ニ
周
転
せ
し
め
、
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砲
発
を
便
な
ら
し
め
候
堅
固
之
軍
艦
ニ
而
、
当
時
欧
羅
巴
諸
州
最
モ
盛
ニ
打
立
候
、

尤
於
爰
許
之
船
価
は
、
別
紙
図
之
大
ニ
而
、
大
砲
代
を
省
き
、
凡
三
拾
万
両
余
よ

り
三
拾
一
万
両
位
迄
相
掛
候
由
、
此
船
図
も
先
度
横
浜
ハ
リ
ソ
ン
方
江
は
前
件
之
新

製
軍
艦
図
一
同
差
送
候
由
な
り
、

一
大
砲
之
儀
は
船
代
之
外
ニ
し
て
、
当
時
有
名
之
ア
ル
ム
ス
ト
ロ
ン
グ
「
ホ
ウ
ヰ

ツ
ホ
ル
ト
」
之
両
種
の
内
、
為
乗
付
相
成
候
ハ
ヽ
、
右
両
家
よ
り
造
船
家
買
取
、
為

乗
付
差
出
候
訳
ニ
付
、
別
紙
大
砲
値
段
為
見
合
差
送
候
、
尤
当
時
四
拾
封
度
以
上

之
ア
ル
ム
ス
ト
ロ
ン
グ
は
、
種
々
害
あ
り
て
本
込
を
不
相
用
、
皆
口
込
ニ
有
之
候
、

ア
ル
ム
ス
ト
ロ
ン
グ
「
ホ
ウ
ヰ
ツ
ホ
ル
ト
」
ノ
得
失
は
、
於
当
地
も
利
害
両
立
し
て

難
決
候
得
共
、「
ホ
ウ
ヰ
ツ
ウ
ヲ
ル
ト
」
ノ
弾
丸
ハ
製
作
至
て
六
ヶ
敷
相
見
得
候
付
、

何
れ
口
込
之
ア
ル
ム
ス
ト
ロ
ン
グ
方
ニ
而
も
可
有
之
哉
、
右
両
様
之
軍
艦
、
得
失

之
儀
は
、
是
迄
於
諸
所
顕
在
実
験
致
し
候
処
、
新
製
軍
艦
よ
り
鋼
鉄
船
之
方
尤
も
堅

固
ニ
相
見
得
、
至
極
要
用
ニ
相
考
候
得
共
、
夫
丈
ヶ
船
価
相
増
候
儀
故
、
於
爰
許

難
決
候
間
、
両
艦
之
内
御
金
繰
之
都
合
ニ
よ
り
御
評
決
有
之
、
ハ
リ
ソ
ン
方
江
御

注
文
相
成
度
候
、
左
候
而
ハ
リ
ソ
ン
方
よ
り
引
合
之
趣
ニ
而
は
、
大
砲
弾
薬
并
小

銃
之
為
乗
付
ハ
無
之
様
承
候
付
、
折
角
御
誂
文
相
成
候
儀
ニ
付
、
其
軍
艦
ニ
相
応

候
玉
薬
小
銃
迄
も
為
乗
付
、
御
誂
文
之
方
可
然
哉
相
考
候
、
但
新
製
軍
艦
へ
大
砲
拾

弐
挺
も
為
乗
付
候
ハ
ヽ
、
大
砲
代
相
応
ニ
相
及
、
鋼
鉄
艦
之
価
ニ
格
別
相
異
り
間

敷
哉
ニ
も
相
考
候
ニ
付
、
為
乗
付
之
大
砲
玉
目
御
評
決
之
上
、
大
砲
代
ト
新
製
軍

艦
代
を
相
合
せ
、
鋼
鉄
艦
之
価
ニ
比
較
し
、
得
と
御
評
議
有
之
度
候
」

　

で
は
、
こ
の
別
紙
（
Ｂ
）
か
ら
読
み
取
れ
る
こ
と
を
挙
げ
た
い
。

①　

軍
艦
に
は
二
種
類
あ
り
、
新
製
軍
艦
と
は
、
骨
組
み
は
鉄
で
組
み
立
て
、
外
面

は
樫
の
板
で
覆
い
、
水
面
に
当
た
る
部
分
の
重
要
な
場
所
は
、
厚
い
鉄
板
を
張
っ

て
弾
丸
を
防
ぐ
と
い
う
工
夫
を
こ
ら
し
た
も
の
で
、
ア
メ
リ
カ
南
北
戦
争
中
、
南

方
（
南
軍
側
）
に
よ
り
発
明
さ
れ
た
も
の
で
、
数
々
の
勝
利
を
上
げ
た
こ
と
か
ら
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
所
へ
流
行
し
、
次
第
に
製
造
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
新
式
の
軍
艦

で
あ
る
。
代
金
は
、
大
砲
代
を
別
に
し
て
お
よ
そ
十
九
万
五
千
両
か
か
る
と
の
こ

と
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
値
段
は
、
横
浜
で
年
賦
払
い
で
支
払
う
場
合
は
あ
て

に
な
ら
な
い
。
造
船
会
社
が
言
う
に
は
、（
薩
摩
か
ら
）
注
文
の
あ
っ
た
大
砲
の
数

（
十
六
挺
）
は
、
船
の
大
き
さ
に
比
べ
れ
ば
不
相
応
で
、
無
益
で
あ
る
と
頻
り
に

嘆
い
て
い
た
が
、
注
文
で
あ
れ
ば
や
む
を
え
な
い
の
で
、
そ
の
ま
ま
図
面
を
製
作

し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
南
北
戦
争
で
最
も
戦
果
を
上
げ
た
の
は
、
大
砲

八
挺
位
を
搭
載
す
る
船
で
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

②　

鋼
鉄
軍
艦
と
は
、
船
腹
に
厚
い
鉄
板
を
張
っ
て
、
甲
板
上
に
直
立
し
た
図
の
型

の
砲
台
を
第
二
甲
板
上
に
置
い
て
自
由
に
回
転
さ
せ
て
、
大
砲
の
発
射
を
便
利
に

さ
せ
た
堅
固
な
軍
艦
で
、
現
在
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
州
で
最
も
盛
ん
に
建
造
さ
れ
て
い

る
。
代
金
は
、
大
砲
代
を
別
に
し
て
お
よ
そ
三
十
万
両
か
ら
三
十
一
万
両
ほ
ど
か

か
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

③　

搭
載
す
る
大
砲
の
代
金
は
、
船
本
体
の
値
段
と
は
別
で
あ
る
。
大
砲
に
は
、 

「
ア
ー
ム
ス
ト
ロ
ン
グ
砲
」
と
「
ホ
ウ
ド
ホ
ウ
イ
ッ
ス
ル
砲
」
が
あ
る
。
四
十
ポ

ン
ド
以
上
の
ア
ー
ム
ス
ト
ロ
ン
グ
砲
は
、
元
込
は
故
障
が
多
く
、
口
込
で
あ
る
。

弾
丸
の
作
製
し
や
す
さ
を
考
え
る
と
、
ア
ー
ム
ス
ト
ロ
ン
グ
砲
が
よ
い
。
ま
た
、

別
紙
に
大
砲
の
値
段
の
見
積
り
を
送
る
。

④　

大
砲
・
弾
丸
の
値
段
を
含
め
て
新
製
軍
艦
、
鋼
鉄
軍
艦
の
ど
ち
ら
か
を
購
入
す

る
か
、
財
政
状
況
を
鑑
み
な
が
ら
、
判
断
し
て
ほ
し
い
。

　

以
上
が
要
旨
で
あ
る
が
、
こ
の
別
紙
（
Ｂ
）
は
、
直
接
軍
艦
図
面
に
つ
い
て
説
明

し
た
も
の
で
あ
る
。
巻
末
の
図
面
９
～
12
が
、「
新
製
軍
艦
」
の
図
面
で
あ
り
、
図

面
１
～
８
及
び
写
真
13
が
「
鋼
鉄
軍
艦
」
に
対
応
し
て
い
る
の
で
、
参
照
さ
れ
た
い
。
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続
い
て
、
英
文
（
Ｃ
）
の
訳
文
（
Ｄ
）
で
あ
る
。（
Ｄ
）
を
以
下
に
示
す
。

「 
於
ロ
ン
ド
ン
府
千
八
百
六
十
五
年

　
　

第
九
月
十
六
日
我
七
月
廿
七
日

    

横
浜
ゴ
ロ
ウ
ル
商
社
へ

      

君

一
過
日
、
薩
州
よ
り
貴
下
の
商
社
へ
軍
艦
誂
文
之
儀
、
粗
談
判
有
之
候
由
之
処
、
右

返
答
追
々
致
延
引
候
次
第
、
貴
下
へ
明
解
い
た
し
呉
候
様
、
即
今
爰
許
滞
在
之
士
官

よ
り
承
知
致
し
候
、
右
は
此
度
遠
航
之
折
柄
ニ
付
、
尚
又
於
爰
許
巨
細
ニ
致
探
索
、

適
宜
之
軍
艦
誂
文
致
候
様
と
之
命
を
被
報
、
英
着
以
来
有
名
之
造
船
場
諸
所
へ
同
伴
、

其
内
ラ
ン
ド
ル
フ
エ
ル
ド
ル
ス
商
会
へ
被
差
越
、
委
曲
探
索
相
成
、
且
談
判
有
之
候

処
、
彼
是
得
者
有
之
、
先
度
同
商
社
よ
り
貴
下
へ
被
差
送
候
図
面
之
通
（
図
面
ハ
横

浜
滞
在
之
薩
州
士
官
へ
被
相
渡
候
半
）
之
軍
艦
、
壱
艘
は
水
平
線
之
処
鉄
板
を
以
張

り
し
木
船
ニ
し
て
、
大
サ
は
千
九
拾
ト
ン
な
り
、
今
壱
艘
は
甲
板
上
ニ
砲
台
あ
る

鉄
軍
艦
ニ
し
て
、
大
サ
は
千
四
百
五
拾
五
ト
ン
、
右
弐
艘
之
内
壱
艘
、
適
宜
之
船

誂
文
相
成
候
半
欤
、
尤
金
繰
之
都
合
出
来
候
得
は
、
鉄
軍
艦
を
至
極
被
相
望
候
由
也
、

此
書
便
、
一
同
爰
許
ニ
而
探
索
之
次
第
、
巨
細
被
申
送
候
趣
、
然
ル
上
ハ
右
誂
文

之
儀
も
速
ニ
治
定
可
相
成
、
船
代
払
之
儀
は
、
貴
下
へ
談
判
可
相
成
候
由
な
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

貴
下
之
臣
僕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ラ
イ
フ
ル
ホ
ー
ム
」

　

前
述
し
た
が
、
英
文
（
Ｃ
）
と
訳
文
（
Ｄ
）
に
つ
い
て
は
、
新
納
久
脩
が
、
ラ
イ

ル
・
ホ
ー
ム
に
横
浜
の
ジ
ャ
ー
デ
ィ
ン
・
マ
セ
ソ
ン
商
会
へ
宛
て
て
書
か
せ
た
も
の

で
あ
り
、
新
納
書
簡
本
文
（
Ａ
）
に
も
記
載
が
あ
る
。
こ
の
英
文
及
び
訳
文
は
、
延

引
し
て
い
た
軍
艦
購
入
交
渉
を
進
展
さ
せ
る
た
め
に
記
さ
れ
た
も
の
だ
が
、
こ
の
書

状
が
清
水
卯
三
郎
に
見
ら
れ
る
と
、
差
し
支
え
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
と
新
納
が
書

い
た
た
め
、
英
文
（
Ｃ
）
と
訳
文
（
Ｄ
）
は
、
薩
摩
藩
要
路
の
判
断
も
あ
り
、
横
浜

の
ジ
ャ
ー
デ
ィ
ン
・
マ
セ
ソ
ン
商
会
に
は
送
ら
れ
な
か
っ
た
。

　

こ
れ
ら
の
書
簡
か
ら
は
、
新
納
ら
が
渡
英
し
た
目
的
が
、
藩
命
に
よ
る
軍
艦
購
入

で
あ
っ
た
こ
と
、
新
納
ら
が
訪
問
し
た
造
船
会
社
が
「
ラ
ン
ド
ル
フ
エ
ル
ド
ル
ス
」

社
（
ラ
ン
ド
ル
フ
・
エ
ル
ダ
ー
社
）
で
あ
っ
た
こ
と
、
薩
摩
藩
と
し
て
は
、
鋼
鉄
軍
艦

の
購
入
を
希
望
し
、
代
金
の
支
払
い
に
つ
い
て
は
、
横
浜
の
ジ
ャ
ー
デ
ィ
ン
・
マ
セ

ソ
ン
商
会
と
相
談
す
る
こ
と
を
希
望
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

４
　
横
浜
で
の
軍
艦
購
入
交
渉
に
つ
い
て

　

こ
こ
で
、
留
学
生
派
遣
前
に
交
渉
が
始
め
ら
れ
た
横
浜
で
の
軍
艦
購
入
交
渉
に

つ
い
て
触
れ
た
い
。
こ
の
交
渉
の
経
過
が
分
か
る
の
が
、
元
治
元
（
一
八
六
四
）
年

十
二
月
七
日
付
大
久
保
一
蔵
宛
柴
山
良
助
・
南
部
弥
八
郎
書
簡
で
あ
る
。

「
一
筆
奉
拝
啓
候
、
上
々
様
益
御
機
嫌
能
被
遊
御
座
恐
悦
奉
存
候
、
然
者
、
御
軍

船
御
注
文
之
儀
、
委
細
以
書
付
被
仰
渡
候
御
趣
意
ニ
基
キ
、
十
月
廿
二
日
英
国
ミ

ニ
ス
ト
ル
へ
談
判
并
英
商
ハ
リ
ソ
ン
江
応
接
之
趣
者
、
既
ニ
申
上
候
通
ニ
御
座
候

処
、
其
後
尚
亦
同
人
江
清
水
卯
三
郎
を
以
内
情
具
ニ
申
聞
、
種
々
懇
談
為
仕
候
処
、

漸
く
六
ヶ
年
賦
之
所
丈
ケ
は
如
何
様
ニ
も
可
仕
候
得
共
、
大
金
之
品
柄
故
、
何
ニ

而
も
證
拠
ニ
可
相
成
物
を
御
預
ケ
被
成
下
度
、
於
長
崎
者
小
判
金
御
預
被
為
在
候

御
儀
も
御
座
候
間
、
右
様
之
手
続
ニ
奉
願
候
由
申
出
、
是
亦
甚
難
渋
之
筋
柄
ニ
而
、

一
同
心
配
、
彼
是
相
談
之
上
、
尚
亦
卯
三
郎
差
遣
し
、
即
今
手
付
金
二
万
ド
ル
程
相

渡
候
上
、
船
代
大
凡
三
拾
万
ド
ル
と
見
込
候
而
、
六
ヶ
年
に
わ
り
五
万
ド
ル
程
、

合
而
七
万
ド
ル
者
、
来
丑
年
之
暮
迄
ニ
相
渡
候
儀
ニ
而
、
夫
よ
り
毎
年
五
万
ド
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ル
程
ツ
ヽ
差
遣
候
得
者
、
船
出
来
之
時
分
迄
ニ
者
、
過
半
相
済
可
申
證
拠
之
儀
者
、

船
出
来
相
受
取
候
時
、
如
何
様
と
も
可
致
趣
、
精
々
為
申
諭
候
処
、
漸
く
納
得
之
気

味
合
之
由
申
出
候
間
、
先
々
安
心
仕
、
先
月
廿
四
日
、
右
ハ
リ
ソ
ン
方
江
為
応
接
罷

越
、
凡
前
文
之
通
ニ
而
、
只
今
取
極
可
申
旨
申
達
候
処
、
同
人
申
出
候
者
、
全
体

船
之
注
文
は
最
初
誂
之
時
、
代
金
四
分
之
一
相
渡
、
船
敷
板
居
へ
付
之
時
、
皆
出
来

之
説
、
持
届
候
節
与
都
合
四
度
ニ
代
払
い
た
し
候
通
法
ニ
者
御
座
候
得
共
、
御
国

之
儀
者
別
段
之
御
事
ニ
付
、
如
何
様
ニ
も
御
相
談
は
可
仕
、
乍
併
何
欤
證
拠
無
之

候
而
者
難
渋
之
儀
ニ
付
、
乍
恐
君
公
様
之
御
印
證
并
神
奈
川
奉
行
之
印
判
御
渡
被

下
度
旨
申
出
候
付
、
此
御
方
様
之
御
印
證
者
何
と
欤
取
計
も
可
致
事
候
得
共
、
奉
行

調
印
之
儀
者
、
江
戸
政
府
江
申
立
之
上
な
ら
て
は
決
答
相
成
兼
候
趣
申
達
候
処
、
於

其
儀
者
、
君
公
之
御
奥
印
有
之
候
證
書
、

被
成
下
候
得
者
宜
敷
、
慥
ニ
御
請
仕
候
、
乍
併
、
代
金
之
処
、
凡
二
十
八
万
よ
り

三
十
二
三
万
ド
ル
位
と
奉
存
候
得
共
、
只
今
確
与
難
相
定
、
就
而
者
、
新
製
之
図
面

申
遣
置
候
付
、
正
月
下
旬
頃
迄
ニ
者
到
着
可
致
、
其
節
早
々
可
申
上
候
間
、
右
を

以
何
れ
之
形
と
御
定
被
下
度
、
尤
新
製
外
鉄
張
之
軍
船
弁
利
宜
、
且
餘
り
大
型
よ
り

も
大
概
大
砲
拾
六
挺
備
位
之
船
、
戦
争
ニ
銃
眼
ニ
不
相
成
由
、
近
頃
発
明
い
た
し
、

将
亦
大
砲
も
ア
ー
ム
ス
ト
ロ
ン
グ
は
実
用
之
時
、
捻
チ
損
チ
易
く
、
味
方
之
怪
我
不

少
趣
ニ
而
、
既
ニ
廃
物
同
然
ニ
相
成
、
巣
中
六
角
形
之
大
砲
（
ホ
ウ
イ
ッ
ス
ル
砲
）

尤
相
成
す
く
れ
、
其
餘
ラ
イ
フ
ル
等
当
世
之
要
具
ニ
御
座
候
旨
申
立
候
、
右
者
此

内
よ
り
ミ
ニ
ス
ト
ル
舘
通
弁
官
シ
ー
ボ
ル
ト
并
亜
商
ウ
ェ
ン
リ
ー
ト
其
外
承
合
候
処
、

皆
同
様
之
趣
ニ
承
り
申
候
、
右
様
凡
熟
談
之
事
故
、
手
付
金
二
万
ド
ル
程
は
既
ニ

備
置
候
間
、
只
今
相
渡
可
申
哉
、
如
何
い
た
し
可
申
哉
与
相
達
候
処
、
右
者
船
図
到

来
、
何
れ
之
形
与
御
定
之
節
申
受
候
様
可
仕
旨
申
出
候
付
、
相
応
挨
拶
申
述
一
同
罷

帰
申
候
、
此
段
申
上
候
、
以
上

                                                        

柴
山
良
助

子
十
二
月
二
日

                                                      

南
部
弥
八
郎

大
久
保
一
蔵　

様

尚
以
、
本
文
此
趣
ニ
付
而
者
、
外
鉄
張
新
製
之
船
、
大
砲
拾
六
丁
位
之
処
ニ
而
、

六
角
砲
左
右
四
挺
、
其
餘
ラ
イ
フ
ル
拾
弐
挺
位
之
方
宜
敷
哉
ニ
奉
存
候
最
初
御
趣

意
之
処
、
少
々
相
違
仕
候
ニ
付
、
思
召
も
被
為
在
候
ハ
ヽ
、
早
々
被
仰
下
候
様
奉

願
候
、
御
沙
汰
無
御
座
候
ハ
ヽ
、
右
之
処
ニ
而
、
御
注
文
決
定
可
仕
候
哉
与
奉
存
候
、

尤
常
之
軍
船
よ
り
二
三
万
ド
ル
内
外
高
価
之
由
ニ
相
聞
得
申
候
、
此
段
も
申
上
候
、

以
上
」

　

こ
の
書
状
は
、
江
戸
藩
邸
勤
務
の
柴
山
良
助
と
南
部
弥
八
郎
が
、
か
ね
て
か
ら
国

元
か
ら
指
示
が
あ
っ
た
軍
艦
購
入
に
つ
い
て
、
英
国
公
使
と
横
浜
の
ジ
ャ
ー
デ
ィ

ン
・
マ
セ
ソ
ン
商
会
を
相
手
に
交
渉
し
た
経
過
に
つ
い
て
報
告
し
た
も
の
で
あ
る
。

内
容
を
次
に
挙
げ
る
。

①　

十
月
二
十
二
日
に
、
軍
艦
購
入
に
関
す
る
交
渉
を
、
横
浜
の
英
国
公
使
と
、

ジ
ャ
ー
デ
ィ
ン
・
マ
セ
ソ
ン
商
会
を
相
手
に
行
っ
た
。
清
水
卯
三
郎
（
商
人
）
に

仲
介
に
入
っ
て
も
ら
っ
た
結
果
、
六
年
の
年
賦
払
い
で
の
交
渉
が
ま
と
ま
っ
た
が
、

軍
艦
の
代
金
は
高
価
な
の
で
、
證
拠
（
手
付
金
）
が
必
要
で
あ
る
と
の
こ
と
だ
っ

た
。

②　

手
付
金
二
万
ド
ル
を
用
意
す
る
こ
と
が
で
き
、
軍
艦
を
三
十
万
ド
ル
と
見
込
み

を
立
て
、
一
年
に
五
万
ド
ル
ず
つ
払
う
こ
と
を
同
商
会
に
納
得
し
て
も
ら
う
こ
と

が
で
き
た
。
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③　

し
か
し
、
十
一
月
二
十
四
日
に
、
柴
山
と
南
部
が
ジ
ャ
ー
デ
ィ
ン･

マ
セ
ソ
ン

商
会
と
交
渉
し
た
と
こ
ろ
、
船
の
支
払
い
は
四
回
の
分
割
払
い
が
通
例
で
あ
る
と

言
わ
れ
た
。

④　

軍
艦
の
購
入
に
当
た
っ
て
は
、
君
公
（
藩
主
）
の
印
章
と
神
奈
川
奉
行
の
印
章

が
必
要
で
あ
る
と
言
わ
れ
、
神
奈
川
奉
行
の
も
の
は
、
幕
府
へ
申
し
出
た
上
で
な

く
て
は
、
は
っ
き
り
答
え
ら
れ
な
い
と
答
え
た
と
こ
ろ
、
君
公
の
奥
印
の
あ
る
証

書
を
作
成
す
れ
ば
よ
く
、
そ
れ
な
ら
ば
発
注
を
請
け
る
と
の
返
答
を
も
ら
っ
た
。

⑤　

軍
艦
の
代
金
は
、
二
十
八
万
ド
ル
か
ら
三
十
二
、三
万
ド
ル
位
に
な
る
と
思
わ

れ
る
が
、
新
製
の
図
面
を
製
作
し
て
も
ら
い
、
正
月
下
旬
ま
で
に
は
到
着
す
る
と

思
わ
れ
る
の
で
、
こ
れ
を
参
考
に
、
ど
の
よ
う
な
軍
艦
が
よ
い
か
定
め
て
欲
し
い
。

⑥　

ア
メ
リ
カ
人
商
人
ヴ
ァ
ン
・
リ
ー
ド
と
英
国
公
使
館
通
訳
シ
ー
ボ
ル
ト
に
よ

れ
ば
、
新
製
で
鉄
を
張
っ
た
軍
艦
が
便
利
が
よ
く
、
大
型
の
船
よ
り
は
、
大
砲

十
六
門
備
え
く
ら
い
の
船
が
よ
い
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
ま
た
、
大
砲
に
つ
い
て
は
、

ア
ー
ム
ス
ト
ロ
ン
グ
砲
は
、
壊
れ
や
す
く
、
廃
物
同
様
と
な
っ
て
お
り
、
筒
の
中

が
六
角
形
の
大
砲
（
ホ
ウ
ド
ホ
ウ
イ
ッ
ス
ル
砲
）
が
最
も
優
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で

あ
る
。

⑦　

手
付
金
二
万
ド
ル
は
準
備
を
し
て
い
る
が
、
ジ
ャ
ー
デ
ィ
ン･

マ
セ
ソ
ン
商
会

か
ら
は
、
船
の
図
面
が
到
着
し
、
ど
の
よ
う
な
船
が
よ
い
か
を
決
定
し
て
も
ら
っ

た
上
で
注
文
を
受
け
た
い
と
の
申
し
出
が
あ
っ
た
。

②　

軍
艦
に
つ
い
て
は
、
外
側
に
鉄
を
張
っ
た
船
で
、
大
砲
を
十
六
挺
位
を
備
え
た

も
の
で
、
六
角
砲
（
ホ
ウ
ド
ホ
ウ
イ
ッ
ス
ル
砲
）
を
左
右
四
挺
、
そ
の
他
ラ
イ
フ
ル

十
二
挺
位
の
も
の
が
よ
い
。
最
初
の
話
と
は
、
随
分
違
っ
て
き
て
い
る
の
で
、
何

か
あ
れ
ば
、
指
示
を
し
て
ほ
し
い
。
金
額
は
、
普
通
の
軍
艦
よ
り
も
、
二
、三
万

ド
ル
内
外
高
価
に
な
る
だ
ろ
う
と
述
べ
て
い
る
。

　

こ
の
書
状
か
ら
、
最
新
式
の
軍
艦
購
入
交
渉
は
、
留
学
生
派
遣
か
ら
五
か
月
前
の

元
治
元
年
十
月
二
十
二
日
に
始
ま
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
交
渉
に
当
た
っ
た
の

は
、
江
戸
藩
邸
に
勤
務
す
る
柴
山
・
南
部
で
あ
り
、
清
水
卯
三
郎
の
仲
介
で
横
浜
の

英
国
公
使
館
と
ジ
ャ
ー
デ
ィ
ン･

マ
セ
ソ
ン
商
会
を
相
手
に
交
渉
を
行
っ
て
い
る
。

薩
摩
側
は
、
こ
の
時
に
六
年
の
年
賦
払
い
を
希
望
し
、
手
付
金
を
用
意
し
た
が
、
商

会
側
か
ら
は
、
軍
艦
の
図
面
が
到
着
し
て
か
ら
、
購
入
の
手
続
き
に
入
る
こ
と
を
伝

え
ら
れ
た
。

　

薩
摩
側
か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
図
面
が
、
翌
元
治
二
年
に
入
っ
て
も
な
か
な
か
到
着

せ
ず
、
交
渉
が
進
展
し
な
か
っ
た
た
め
、
新
納
ら
薩
摩
藩
英
国
留
学
生
に
、
軍
艦
購

入
交
渉
の
任
務
を
負
わ
せ
た
よ
う
で
あ
る
。
新
納
書
簡
本
文
（
Ａ
）
に
も
、
南
部
、

清
水
の
名
前
が
出
て
く
る
の
は
、
以
上
の
経
緯
が
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。

５
　
関
連
す
る
書
状
（｢

ガ
ラ
バ
返
答
書｣

と

｢

松
田
次
吉
宛
関
研
蔵
見
積
書｣

）

　

新
納
書
簡
本
文
（
Ａ
）
の
冒
頭
に
は
、｢

長
崎
ガ
ラ
バ
よ
り
申
出
之
軍
艦
ニ
基
き｣

軍
艦
の
調
査
を
諸
所
で
行
っ
た
と
あ
る
が
、
こ
れ
に
関
連
す
る
と
思
わ
れ
る
書
簡

が
、｢

ガ
ラ
バ
返
答
書（
４
）｣

で
あ
る
。
日
付
や
宛
名
、
差
出
人
は
不
明
で
あ
る
が
、
内

容
か
ら
す
れ
ば
、
薩
摩
藩
が
長
崎
で
英
国
商
人
グ
ラ
バ
ー
に
対
し
、
ど
の
よ
う
な
性

能
・
装
備
の
軍
艦
を
購
入
す
る
の
が
よ
い
か
を
尋
ね
た
こ
と
に
対
す
る
返
答
書
で
あ

る
。

｢

於
長
崎
英
商
ガ
ラ
バ
江
御
質
問
返
答
書

一　

軍
艦
値
賦
之
儀
ハ
、
当
崎
滞
在
之
士
官
共
へ
承
合
候
処
、
拾
六
挺
位
ニ
し
て
、

　

左
之
通
適
宜
と
も
可
申
欤
、
於
西
洋
も
近
来
大
軍
艦
者
不
相
用
候
様
相
成
候

一　

水
平
線　

長
サ
弐
百
弐
拾
五
フ
ー
ト
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三
拾
七
間
半

一　

甲
板
上　

長
サ
二
百
四
十
五
フ
ー
ト

　
　
　
　
　
　

四
十
間
五
尺

一　

幅　
　
　

四
拾
フ
ー
ト

　
　
　
　
　
　

六
間
四
尺

一　

三
百
馬
力
ニ
而
千
五
百
馬
力
之
功
あ
る

　
　

機
関

一
壱
時
ニ
拾
二
里
余
之
舟
行

　
　
　

我
壱
時
ニ
拾
弐
里
餘

一
船
積　

千
七
百
噸　

壱
噸
ハ
我
千
六
百

　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
拾
斤

一
大
砲
并
要
具
不
相
添

　

本
文
之
外
大
砲
并
要
具
等
之
代
、
洋
銀
凡

　

三
万
ド
ル
ラ
ル
位
も
御
用
意
相
成
候
ハ
ヽ
、
充
分
ニ
存
申
候

　

壱
萬
七
千
両
位　

　
　
　

但
大
砲
之
大
サ
ハ　

拾
弐
ポ
ン
ド
よ
り
四

　
　
　

拾
ポ
ン
ド
位
迄
之
元
込
砲
な
り

一
水
平
以
下
者
、
厚
サ
壱
寸
余
之
鉄

　

板
を
以
建
立
候
、
水
平
以
上
者
、
六
分

　

位
之
厚
サ
ニ
候

一
当
時
新
発
明
之
鉄
軍
艦

　

（
拾
壱
万
五
千
両
位
）　
　

（
拾
弐
万
両
位

一
代
洋
銀
弐
拾
万
ド
ル
ラ
ル
よ
り
弐
拾
壱
万

　

ド
ル
ラ
ル
迄
、
鉄
値
ニ
よ
っ
て
相
異
候

　

一
建
立
日
数
拾
壱
ヶ
月
余

一
是
迄
軍
艦
者
、
木
船
を
以
要
し
候
処
、
亜
國
戦
争
中
、
一
種
之
着
發
弾
を
発
明

せ
し
よ
し
、
木
船
者
焼
火
を
不
免
が
ゆ
へ
、
尓
来
軍
艦
者
、
鉄
船
を
好
ニ
到
れ
り
、

依
之
、
右
新
發
明
之
鉄
軍
艦
ニ
よ
っ
て
取
調
申
上
候
（
後
略
）｣

　

こ
の｢

返
答
書｣

で
は
、
軍
艦
の
全
長
、
幅
、
機
関
、
速
度
、
積
載
量
、
価
格
、

装
備
す
べ
き
大
砲
の
性
能
や
価
格
な
ど
が
詳
細
に
記
さ
れ
て
お
り
、
ア
メ
リ
カ
南
北

戦
争
中
に
着
発
弾
が
発
明
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
木
造
船
よ
り
も
鉄
製
軍
艦
が
好

ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
新
納
ら
は
、
こ
の｢

返
答
書｣

を

参
考
に
軍
艦
の
調
査
を
行
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

　

渡
英
中
の
軍
艦
購
入
に
関
連
す
る
書
状
と
し
て
、
も
う
一
点
、
五
代
友
厚
（
変

名
・
関
研
蔵
）
が
松
田
次
吉
に
宛
て
た
大
砲
及
び
弾
薬
其
の
他
の
見
積
書
二
枚
が
あ

る（
５
）。
新
納
書
簡
別
紙
（
Ｂ
）
に｢

別
紙
大
砲
値
段
為
見
合
差
送
候｣

と
あ
る
が
、
こ

の
「
別
紙
」
が
、
こ
の
見
積
書
に
当
た
る
と
判
明
し
た
。
こ
こ
に
は
、
ア
ー
ム
ス

ト
ン
グ
口
込
砲
の
大
砲
、
砲
台
、
弾
丸
（
着
発
弾
を
含
む
）
そ
の
他
要
具
の
値
段
が
、

大
砲
の
大
き
さ
（
十
二
ポ
ン
ド
、
二
十
ポ
ン
ド
、
四
十
ポ
ン
ド
、
七
十
ポ
ン
ド
、
百
五
十

ポ
ン
ド
、
三
百
ポ
ン
ド
）
に
応
じ
て
英
国
の
通
貨｢

ポ
ン
ド｣

と
日
本
の
通
貨｢

両｣

と
そ
れ
ぞ
れ
記
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
も
う
一
枚
に
は
、
六
角
形
の
ホ
ウ
イ
ッ
ス

ル
砲
の
大
砲
、
砲
台
、
砲
弾
そ
の
他
の
価
格
が
詳
細
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　

文
中
に
は
、「（
前
略
）
勿
論
此
大
砲
之
価
も
別
紙
問
合
ニ
申
越
候
通
り
、
ハ
リ
ソ

ン
方
よ
り
誂
文
相
成
候
ハ
ヽ
、
是
以
見
当
不
相
成
候
得
共
、
為
見
合
申
進
候
」「
別

封
御
軍
艦
御
誂
文
一
条
ニ
付
、
愈
々
御
掛
合
相
成
申
候
間
、
急
便
よ
り
御
仕
出
被

下
度
奉
願
上
候
」
と
、
軍
艦
の
注
文
に
つ
い
て
新
納
書
簡
本
文
（
Ａ
）
と
関
連
す
る

記
載
が
あ
る
。
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ニ
至
ラ
ズ
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
実
現
に
は
至
ら
な
か
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

注

 

（
１
）W

.J.M
acquorn Rankine

『A
 m

em
oir of John Elder engineer 

　
　
　

and shipbuilder

』Blackw
ood 1871

 

（
２
）『
鹿
児
島
県
史
料　

玉
里
島
津
家
資
料
三
』（
鹿
児
島
県
、
一
九
九
四
年
）

　
　

№
一
一
〇
八
ノ
〇
〇
一
～
〇
〇
四　

四
七
二
頁

      

※　

元
治
元
年
と
題
さ
れ
て
い
る
が
、
内
容
か
ら
、
慶
応
元
年
で
あ
る
。

 

（
３
）『
鹿
児
島
県
史
料　

玉
里
島
津
家
資
料
三
』
№
一
二
二
四　

七
三
〇
頁

※　

「
長
崎
柴
山
良
助
南
部
弥
八
郎
ヨ
リ
大
久
保
一
蔵
へ
」
と
題
さ
れ
て
い
る
が
、
長

崎
で
は
な
く
横
浜
か
ら
の
書
状
と
考
え
ら
れ
る
。

 

（
４
）『
鹿
児
島
県
史
料　

玉
里
島
津
家
資
料
四
』（
鹿
児
島
県
、
一
九
九
五
年
）

　
　

№
一
二
五
二　

一
九
頁

 

（
５
）『
鹿
児
島
県
史
料　

玉
里
島
津
家
史
料
四
』
№
一
三
六
五　

三
一
〇
頁

 

（
６
）
町
田
明
広
『
グ
ロ
ー
バ
ル
幕
末
史
』（
草
思
社
、
二
〇
一
五
年
）

 

（
７
）
高
村
直
助
『
小
松
帯
刀
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
二
年
）

 

（
８
）
杉
村
伸
也
『
明
治
維
新
と
イ
ギ
リ
ス
商
人
』（
岩
波
書
店
、
一
九
九
三
年
）

 
（
９
）『
鹿
児
島
県
史
料　

玉
里
島
津
家
資
料
三
』
№
一
一
〇
七　

四
七
二
頁

　
　
　

※　

元
治
元
年
と
題
さ
れ
て
い
る
が
、
内
容
か
ら
、
慶
応
元
年
で
あ
る
。

（
ま
ち
だ　

た
け
し　

本
館　

主
査
）

　
お
わ
り
に

　

薩
摩
藩
は
、
艦
船
を
、
交
易
品
を
運
搬
す
る
手
段
だ
け
で
な
く
、
大
砲
を
搭
載
し

た
軍
艦
と
し
て
、
ま
た
、
武
器
や
兵
士
を
短
時
間
で
遠
隔
地
に
送
り
こ
む
手
段
と
し

て
重
要
視
し
た
。
安
政
期
に
は
、
島
津
斉
彬
が
艦
船
の
建
造
を
推
進
し
て
い
た
が
、

文
久
期
に
な
る
と
、
横
浜
の
ジ
ャ
ー
デ
ィ
ン
・
マ
セ
ソ
ン
商
会
や
長
崎
の
グ
ラ
バ
ー

商
会
な
ど
を
通
じ
て
艦
船
（
特
に
汽
船
）
を
輸
入
す
る
こ
と
と
な
る（
６
）。
ま
た
、
薩
摩

藩
は
、
薩
英
戦
争
に
よ
り
所
有
す
る
汽
船
が
全
て
焼
失
し
た
こ
と
で
、
艦
船
の
調
達

を
急
ぐ（

７
）。
さ
ら
に
、
元
治
元
年
に
島
津
久
光
が
企
画
し
た
参
与
会
議
が
、
横
浜
鎖
港

問
題
を
め
ぐ
る
一
橋
慶
喜
と
の
対
立
が
原
因
で
崩
壊
す
る
と
、
薩
摩
藩
は
、
富
国
強

兵
策
を
加
速
さ
せ
、
諸
藩
中
最
も
多
く
の
艦
船
を
購
入
し
た（

８
）。
そ
こ
で
企
画
さ
れ
た

の
が
、
幕
府
の
許
可
が
な
い
中
で
の
英
国
留
学
生
の
派
遣
と
現
地
で
の
軍
艦
購
入
交

渉
で
あ
っ
た
。

　

今
回
の
軍
艦
図
面
、
新
納
書
簡
な
ど
の
関
係
解
明
に
よ
り
、
薩
摩
藩
の
軍
艦
購
入

の
一
端
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
新
納
が
行
っ
た
交
渉
の
中
身
は
、
軍
艦
の
構

造
、
性
能
、
装
備
す
る
大
砲
及
び
砲
弾
の
性
能
、
代
金
や
支
払
い
方
法
な
ど
詳
細
な

も
の
で
、
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
新
納
久
脩
の
渡
英
中
の
活
動
に
つ
い
て

も
光
を
当
て
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
、
こ
の
交
渉
は
相
当
な
困
難
を
伴
っ
た
様

子
で
、
新
納
が
慶
応
元
年
七
月
二
十
七
日
に
伊
地
知
壮
之
丞
に
宛
て
た
書
簡（

９
）で
は
、

「
御
船
一
件
は
誠
ニ
困
っ
た
も
の
、
横
浜
之
方
ニ
而
御
注
文
第
一
宜
候
、」
と
そ
の

本
音
を
述
べ
て
い
る
。

　

薩
摩
藩
は
、
こ
の
軍
艦
を
購
入
で
き
た
の
か
。『
薩
藩
海
軍
史
』
中
巻
に
は
、
同

様
の
図
面
が
二
枚
所
収
さ
れ
て
い
る
が
、「
但
実
施
ニ
至
ラ
ズ
」、「
但
注
文
ノ
運
ビ
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表１
番号 資料名（和文・朱書） 資料名（英文）

１ （なし） MID SHIP SECTION

２ 鋼鉄艦解體図 CUPOLA GUN BOAT

３ 鋼鉄艦船室正面之図 LOWER DECK PLAN

４ 鋼鉄艦船室側面之図 CUPOLA GUN BOAT

５ 鋼鉄艦第一甲板上正面之図 UPPER DECK PLAN

６ 鋼鉄艦甲板上二突立ﾀﾙ圓形砲台ノ図 Elevation of Cupola Shewing Armstrong Gun

７ 鋼鉄艦全備側面之図 Sail Plan

８ 鋼鉄艦圓形ノ砲台内部ﾆ大砲ｦ備ﾀﾙ図 PLAN OF CUPOLA

９ 新製軍艦甲板上砲台之図 UPPER DECK PLAN

10 新製軍艦解體図 MID SHIP SECTION

11 新製軍艦之図 Sail Drawing Corvette

12 新製軍艦側面之図 PROPOSED SCREW ORVETTE OF 1100 TONS

13 （鋼鉄軍艦写真） （なし）

図面１　（なし）　

図面２　鋼鉄艦解體図
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図面３　鋼鉄艦船室正面之図

図面４　鋼鉄艦船室側面之図

図面５　鋼鉄艦第一甲板上正面之図

図面６　鋼鉄艦甲板上ニ突立ﾀﾙ圓形砲台ノ図 図面７　鋼鉄艦全備側面之図
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図面８　鋼鉄艦圓形ノ砲台内部ﾆ大砲ｦ備ﾀﾙ図

図面９　新製軍艦甲板上砲台之図

図面１０　新製軍艦解體図 図面１１　新製軍艦之図
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図面１２　新製軍艦側面之図

図面１３　鋼鉄軍艦写真

※　考察

　図面１〜図面８は，鋼鉄艦の図面である。新納の解説によれば，回転する砲台（図面６及び図面８）を

甲板上（図面５）に設置して，標的に向けて発射しやすいように工夫されている。また，図面１３は，鋼

鉄艦の写真で，以下の新納による朱書きの注釈が記されている。「此写真ハ米利堅戦争中南方ヨリ英国に

誂文シ，既ニ出船ノ時ニ至リ，英政府ニ是ヲ聞キテ此船ヲ送レバ，南方ニ助力スルノ姿ナルヲ忌ミテ，政

府ニ買揚，当時英艦ト成リ碇泊セシヲ乗船シテ一覧イタシ差送候，鋼鉄船ハ，大概此船ニ同ク相考候ニ付，

見合之趣ニモ　相成候」

　図面９〜図面１２は，新製軍艦の図面である。新納の解説によれば，水平線のところに厚い鉄板を張っ

たもので，着発弾が当たっても，沈まないようにしている船とある。
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